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付加体先端部のスラスト活動に伴う海底地すべり発達過程

Development of slope failures at the frontal thrust of an accretionary prism
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付加体先端部に観察される斜面崩壊をモデル実験で再現し、その結果を詳細に解析することで崩壊の発生・発達メカニ
ズムを構築した。スラスト上盤に形成される背斜構造は海溝側に急傾斜し、スラスト活動に伴って傾斜角が増加すること
で斜面崩壊が発生する。今回の検討で斜面崩壊には２種類が存在し、小崩壊から大崩壊へ進展することも観察された。


